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	(1)計算モデル
	・T41,T42,T43,T44

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・3次元薄層法
・ソフト名：tlmflt2
・作成者：永野正行

	(3)参考文献
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・永野正行，小山哲央：薄層法を用いた理論地震動の計算精度向上とその検証，その2，日本建築学会技術報告集（掲載予定）

	(4)有効振動数と

時間刻み
	・0～5 Hz
・時間刻みは計算用、提出用ともに0.01秒刻み

	(5)平行成層地盤
	・鉛直方向をGalerkin法に基づき2次要素で離散化，水平方向は波動解を利用

	(6)波数積分法
	・各振動数ごとの複素固有値結果に基づくモードの重ね合わせで波数積分を表現
・地表震源の処理は特になし

	(7)点震源のモデル化（ステップ3の場合）
	・今回はなし

	(8)面震源のモデル化（ステップ4の場合）
	・T41,T42については断層面全体を1km間隔に分割。

・T41についてはその中心点で点震源解を評価し、破壊伝播時間を考慮した重ね合わせにより評価。

・T42については破壊伝播時間の揺らぎを与えた3波を提出。

・T43,T44については断層面全体を50m間隔に分割し、その中心点で点震源解を評価し、破壊伝播時間を考慮した重ね合わせにより評価

	(9)減衰の導入法
	・ラメ定数を(1+2hi),h=1/(2Q)等の形で評価，周波数依存性も考慮できる
・QなしはQp=Qs=5000として計算

	(10) 提出波形に施した波形処理
	・0～6Hzで計算

	(11)その他
	・底面領域をS波40波長分(T41,T42)もしくは20波長分(T43,T44)のバファ層＋粘性境界で評価
・T43,T44については計算時間の都合上、継続時間を最長81.92sとした。ただしT43-100,T44-100についてはFFTで得られた結果の最初の10秒間のデータを81.92sの後続に移動し、91.92s間の波形に修正した。











